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Ｘ線天文衛星代替機搭載の軟Ｘ線撮像装置XtendはＸ線反射鏡とＸ線CCDカメラで構成され、38分角の視野、
0.4-13keVのエネルギー範囲でＸ線撮像分光を行う。搭載する X線 CCD素子は、基本的にはひとみ衛星搭載の
SXIに使用したPchNeXT4と同じ仕様で計画されているが、ひとみ衛星で問題、懸念となった点に関しては改良
を検討してきた。CCD素子では、可視光に対する遮光性能、軌道上での放射線損傷も考慮したエネルギー分解能
の向上がそれに対応する。これらを検証するための CCD素子として、FM用素子に対してピクセル 1/5の小型
CCDと、ピクセル数 1/20でパッケージも異なるミニ CCDを試作した。ミニ素子には、電荷転送効率を高める
ためのノッチを設けたものと無しのもの、読み出しノイズ低減のために CCDの出力ゲインを高めたものと従来
のままのもの、それぞれの組み合わせの 4種類の素子が含まれる。
本発表では、主に大阪大学で実施した様々なミニ素子の実験結果をもとに、1)読み出しノイズの値が CCDの

ゲインと読み出し回路ASICのゲインの組み合わせでどのようにかわっていくか、2)CCD冷却状態にしてドライ
ブ回路電源オフの状態から電源オンにして駆動をしはじめた際に観測される超過ダークの振舞と、Erasing動作
とよばれる対応策の最適化に関して報告する。


